
資料8－1  
ひと、くらし、み別1のために   

集埜釜  p．。S＄Release  
2 主な調査結果  

（1）投与の年月について回答があった医療機関数と元患者数  

医療機関数  893施設  

元患者数  12，913人 （投与年別は別表）  

（2）上記以外に、過去に投与の事実をお知らせしたという記録が残されているが、現在   

では投与の年月は特定できないとする回答があった医療機関数と元患者数  

医療機関数  88施設  

元患者数  275人  

平成22年1月15日  

医薬食品局血液対策課  

（担当・内線）課長 亀井（2900）  

企画官 光岡（2901）  

（電話代表）03（3595）2395  

（F A X）03（3507）9064  報道関係者 各位  

（3）（1）と（2）の合計  

医療機関数  

元患者数  

フィブリノゲン製剤納入先医療機関の追加調査について   
963施設（※2）  

13．188人  

平成16年12月9日に公表したフィブリノゲン製剤納入先医療機関を対象として、  

平成19年11月7日付で実施した追加調査の結果について、平成22年1月1日まで  

に回収した医療機関からの回答を取りまとめた状況をお知らせいたします。  （※2）厚生労働省ホームページ「C型肝炎ウイルス検査受診の呼びかけ（フィブリノゲン  

製剤納入先医療機関名の再公表について）」の公表医療機関等リスト上の鞍当医療機  

関の「備考」欄に、「フィプリノゲン製剤を投与されたことが判明した元患者の方が  

いるとの報告あり。」と盲己載した。  1 回答状況  

（1）追加調査実施期間  平成19年11月7日－12月5日（※1）  

（ただし、現在も回収中）  

（※1）（1）の調査以降、平成20年8月25日及び平成21年1月16日にも元患者の  

方へのお知らせ状況等について再度調査を行っており、（3）回答施設数以降はそれ  

らの積果を反映したものである。  

（2）追加調査対象施設数  医療機関 6．610施設  

（平成16年公表施設のうち、所在地等が不明であった施設を除いた医療機関）  

（3）回答施設数   

・平成16年公表時に存続していた5，397施設のうち、5．289施設（98％）  

から回答があった。   

・なお、このほか平成16年公表時に廃院等していた1．213施設のうち、500  

施設から回答があった。  

（4）元患者の方への投与の事実のお知らせの状況  

元患者数   

お知らせした  7．447人 （56％）（※3） 

お知らせしていない  5．741人 （44％）  

理  1，962人（15％）  

連絡先が不明又は連絡がつかない  2．215人（17％）  

由   417人（3％）  

今後お知らせする予定である  206人（2％）  

その他（未記入含む）  941人（7％）   

合   計  13，188人   

（※3）元患者の方に一人でも投与の事実をお知らせした医療機朋は798施設であった。   



（別表）  

投与の年月について回答があった元患者数の投与年別の内訳  

投与年   人数   

昭和39年   0人   

40年   7人   

41年   8人   

42年   12人   

43年   15人   

44年   18人   

45年   19人   

46年   22人   

47年   25人   

48年   35人   

49年   48人   

50年   49人   

51年   64人   

52年   86人   

53年   124人   

54年   199人   

55年   293人   

56年   349人   

57年   474人   

58年   831人   

59年   1，333人   

60年   1，6●59人   

61年   2．331人   

62年   2，812人   

63年   1．653人   

平成 元年   182人   

2年   111人   

3年   82人   

4年   36人  

5年   25人   

6年   11人   

計   12．913人  

（5）診療録等の保管状況  

平成6年以前の診療録等が次のいずれかにより保管されている施設数   

（括弧内は調査対象施設数に対する割合）  

2，058施設（31％）（※4）  

（内訳）（※5）   

診療録（カルテ）   

手術記録あるいは分娩記録   

製剤使用簿   

処方箋   

輸液箋あるいは注射指示箋   

レセプトの写し   

入院サマリーあるいは退院サマリー   

その他の書類  

1，530施設（23％）  

1，600施設（24％）   

138施設（2％）   

140施設（2％）  

273施設（4％）  

80施設（1％）  

292施設（4％）  

291施設（4％）  

（※4）平成16年の調査では「昭和63年6月30日以前にフィフリノゲン製剤を投与し  

た記録（診療録、使用簿など）が保管されていますか。」との設問であったのに対し、  

今回の調査では、「平成6年以前のカルテ等の各種書類が保管されていますか。」と  

の設問であったため、保管していると回答した施設の割合が異なったものと思われる。  

（※5）厚生労働省ホームページ「C型肝炎ウイルス検査受診の呼びかけ（フィブリノゲン  

製剤納入先医療機関名の再公表について）」の公表医療機関等リスト上の「カルテ等  

の有無」欄に、平成6年以前のカルテ等の記録が一部でも保管されている場合、△印  

を付していたが、さらに保管されている記録の保管期間、保管状況等を記載した。  



資料8－2  資料8－3  
ひと、＜らし、みらいの熟めに   Uこ、くちし、みらいのために   

禦薫  p．。SSRele。Se  慧  p．。SSR。l。aS。  

平成22年1月15日  

医薬食品局血液対策課  

（担当・内線）課長 亀井（2900）  

企画官 光岡（2901）  

（モ 話代 表）03（3595）2395  

（F A X）03（3507）9064  

平成22年2月12日（金）  

医薬食品局総務課医薬品副作用被害対策室   

室長補佐：岡村 （内線）2717   

管理係長：近藤 （内線）2718   

（直通）03－3595－2400  

報道関係者 各位  

C型肝炎訴訟の和解について   

血章夜凝固因子製剤の納入先医療機関の調査について   
本日、高松地方裁判所において、下記のとおり和解が成立しましたので、お知らせ  

します。   

血液凝周囲子製剤の納入先医療機関を対象として、平成20年2月5日付で実施した血液  

凝固因子製剤の投与実態等の調査の結果について、平成22年1月12日までに回収した医  

療機関からの回答をとりまとめた状況についてお知らせいたします。  

平成20年1月以降、同地裁に係属している原告（患者数1人）についての和解。  

製剤はフィブリノゲン製剤、症状は慢性肝炎である。  

1．調査等の状況  

（1）調査実施期間 平成20年2月5日～平成20年3月14日  

（ただし、現在も回収中）  

（2）対象製剤 28製剤  

（3）対象製剤納入企業数12社（現在の存続会社は6社）  

（4）対象施設数  

・企業から提出された対象製剤の納入先施設数 2′899施設（名称がカタカナのみの  

施設や不明施設等を含む）  

・このうち、所在地等が不明であった施設を除いた2′630施設に調査票を送付  

（5）回答施設数   

・調査票を送付した2′め0施設のうち、2′442施設（93％）から回答がありました。  

（なお、118施設（4％）は廃院・住所不明等により調査票が未達でした）   

（参考）   

○和解等成立人数※11401人   

○新規提訴等人数※21614人 （2月10日現在）  

※1「和解等成立人数」は、今回の和解成立者は含まず、これまでに和解が成立した人数（患  
者数）である。また、調停が成立した4人を含む。   

※2「新規提訴等人数」は、救済法施行後に提訴等し、訴状等が国に送達された人数（患者  
数）である。このうち、1193人は矧こ和解等が成立している。  



【内訳】   

①加熱・非加熱月■iの投与実態  

◆ 非加熱製剤 1′亜7人※（82％）  

◆ 加熱製剤  311人（18％）  

※なお、非加熱血液凝固因子製剤の投与実態を調査した平成13年調査の時点では、製剤の投与を受  
けたと特定された人数は1′乃4人であった。  

②製剤の種類ごとの投与実態  
◆ 第Ⅶ因子製剤 161人（9％）  

◆ 第Ⅸ因子製剤 1′593人（91％）  

◆ その他製剤  4人（0％）  

③対象製剤ごとの投与実態  

2．調査結果の概要  

（1）施設ごとの血液凝固因子製剤の投与の実態  

A．全て血友病の患者のみに投与した   
921施設  

（34施設）   

B．書類等により製剤を患者へ投与した事実がな  162施設  6％   

いことを確認した   （1施設）   

C．製剤を患者に投与したかどうか確認できない   
775施設  

（8施設）   

D．血友病の患者にのみ製剤を投与したかどうか   
437施設  15％   

確認できない   

7％   E．血友病以外の患者に製剤を投与したことを確  190施設    認した   
F．未回答の施設   70施設   2％   

G．文書が到達せず、他の情報も存在しないため  75施設   3％   
分類不能   

H．住所等不明により文書を送付できなかった施  269施設  9％  

設（カタカナ名のみ及び名称不明含む）   

合 計  2′899施設  

1 コンコエイト  

2 プロフィレート  

3 コンファクト8  

4 ヘモフィルS  

5 へモフィルH  

6 クリオプリン  

7 コーエイト  

8 ハイクリオ  

15 クリスマシン  

16 PPSB－ニチャク  

17 コーナイン（ミドリ十字）  

18 コーナイン（カッター）  

19 プロプレックス  

20 べノビール  

非
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因
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21クリスマシンHT  

22 PPSB－HT「ニチャク」  

23 ノバクトF  

24 コーナインHT  

25 プロプレックスST  

加
熱
第
宍
因
子
製
剤
 
 

9 コンコエイトHT  

lO コンファクトF  

llヘモフィルS－T  

12 へモフィルH－T  

13 コーエイトHT  

14 ハイクリオHT  

※ かっこ内の数字は、調査票が未達であった118施設のうち、平成8年調査結果等の情報に  
より分類された施設数。  

この表のうち、C～Hの分類に該当する施設を、血友病以外の患者に血液凝固因子製剤  

を投与した可能性がある施設（1′816施設）として、ホームページで医療機関名等を公表し  

ました。  

（2）血友病以外の患者への血液凝固因子製剤の投与実態  

血友病以外の傷病で血液凝固因子製剤の投与が判明した医療機関数と元患者数  

◆ 医療機関数  190施設  

◆ 元患者数  1′758人  

（なお、元患者数については、複数の製剤を重複して投与されている方もおられ  

ることから、集計上、のべ人数としている）  

26 オートプレックス  

27 ファイパ「イムノ」  

28 オートプレックス（加熱）  

単純合計（重複あり）  1，758人  

勝手を靡ぐノ人数  す，65す人  

（3）元患者の方へのお知らせの状況  

患者轍（玉髄与を除く）   1．651人  割合   

お知らせした   436人   26％   

お知らせしていない   1′215人  74％   

顔‘卓彦／瀦磨夢によク牙亡   揮46人J  （70％ノ   

磨務先が不殿ば痘好がつかない   （ユ4β人ノ  rユ2％ノ   

β登・C脚虜経であること β％）   

今摩お知らせする予虐■   rユ74人）  r14％J   

その勉（未定ス含むノ   rユ6人ノ   rユ％ノ  



（別表）  

投与年について回答があった元患者数の投与年別の内訳及び特定製剤の投与年別の内訳  

人数  

投与年  28製剤  特定製剤※  

合計  クリスマシン  P】ちB－ ニ コーナイン  
チャク   （ミドリ十字）   

昭和47年   0人  0人   0人  

昭和48年   0人  0人   0人  

昭和49年   4人  4人   0人  

昭和50年   4人  4人   0人  

昭和51年   7人   0人   7人   0人  

昭和52年   4人   0人   4人  0人  

昭和53年   68人   56人   0人   7人  

昭和54年   7ア人   61人   12人   0人  

昭和55年   131人   112人   7人  

昭和56年   150人   118人   5人  

昭和57年   221人   156人   25人  

昭和58年   200人   148人   15人  

昭和59年   1ア6人   108人   21人  

昭和60年   16ア人   122人   13人  0人   

昭和61年   7ア人   4Z人   6人  5人   

昭和62年   22人   6人   0人  3人   

昭和63年   27人   2人   3人  1人   

昭和64年  

／平成元年   
24人  14人   

平成2年   12人  8人   

平成3年   3人  3人   

平成4年   4人  

平成5年   1人  

平成6年   6人  

平成7年   6人  

平成8年   ア人  

平成9年   16人  

平成10年以降   183人  

※「特定フィプリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるC型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給   
に閲すろ特別措置法」に規定する製剤  

豆   




